
「都市空間政策概論第３（都市情報の分析Ⅰ）」シラバス 

 

  

□ 講義の目的 

 都市についてデータを用いて分析し、計画へと役立てるための基礎知識と理論を身

につける。 

 

時間帯：冬学期前半１／４、火曜日 6・7限（18:40-21:35） 

 

10/ 1 都市情報の取得 都市の統計資料・調査方法 

 

10/ 8 分析手法の基礎 分析手法：基礎編 

 

10/15 分析手法の応用 分析手法：応用編 

 

10/22 都市政策評価 都市政策の評価 

 

□ 理解すべき事項 

都市情報分析に必要となる、データの取得、調査の方法、分析の方法の基礎知識

を身につける。 

定量的な分析を用いて、都市計画に関する適切な判断を行う手法を身につける。 

 

□ 成績評価 

レポートおよび授業への参加度によって評価する。 
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